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(Kawatani et al. 2011) である。水平解像度は
T106 で、モデル上端と鉛直総数をそれぞれ
(a) 28km, L34, (b) 48km, L42, (c) 48km, L72, 
(d) 95km, L168 に設定した 4種類のモデル


























数。(a) 27km, L34, (b) 47km, L42, (c) 47km, 





 最初に L34と L42を比較し、成層圏の有
無が対流圏循環場に与える影響について
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 図 4 は帯状平均した L42 の周期 2－8 日
成分𝑢′𝑣′̅̅ ̅̅ ̅と東西風と、L34 から L42 を引い
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れていない(Kidston et al. 2015)。 







西寄り且つ弱く（図 5a コンター）、L42 の
方が再解析データ結果に近い。 
























 次に L42、L72、L168 を比較する。紙面
の都合上、簡単に記述する。L72に比べ L42
成層圏鉛直解像度が粗い為、中高緯度成層
圏の EP-flux 収束が小さく、BDC に伴う高
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緯度下降流が弱い。高度 40km 以上がスポ
ンジである L72（図 1参照）は上部 BDCが
表現できず、その差が L72 と L168 の差で
顕著になる。 
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図 4．(a)帯状平均した L42の周期 2－8日成
分𝑢′𝑣′̅̅ ̅̅（̅色コンター）と東西風（黒線）。(b)L34
から L42 を引いた 𝑢′𝑣′̅̅ ̅̅ ̅。95%以上有意な場
所に色。コンターは L34 の気候値を示す。 
 
 
図 5．L34 から L42 を引いた(a)地表面気圧
と(b)降水の偏差。95%以上有意な場所に色。
コンターは L34の気候値を示す。 
 
図 6．北半球における成層圏無から有モデ
ルを引いた各種物理量偏差の模式図。 
 
 
図 8．(a) L42－L72、(b)L72－L168の帯状平
均東西風。 
 
 
図 9．L42（青）、L72（緑）、L168（赤）の
帯状平均東西風の気候値。 
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